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第 9 回党大会の政治報告および第 7 次経済・社会開発 5 カ年計画（以下，
第 7 次 5 カ年計画）における全体目標のひとつには，経済分野ならびに文化・
社会分野の開発と持続的な自然環境保護の 3 点を調和させることが謳われて




















ついて，第 9 回党大会における社会政策分野全般の傾向を概観したのち，第 8
回党大会以降の国家教育制度改革の流れを検討することで明らかにしていく。
第 1 節では，第 9 回党大会政治報告と第 7 次 5 カ年計画にみられる社会政
策分野の方針の概要を説明する。そして各部門が，2015 年までの国連ミレニ
アム開発目標の達成と 2020 年までの最貧国脱却という 2 つの長期目標の達
成と同時に，社会不安の是正と党支配の安定化を目的として立案されたもので
あることを指摘する。第 2 節では，第 8 回党大会以来進められてきた国家教
育制度改革の傾向と特徴を分析し，教育政策の重点が量的拡大から質的改善へ
とシフトするなか，質的改善には国際基準の達成と政治・思想教育における質





























れているものの，抽象的な表現にとどまっている (Eekasaan Koongpasum Nyai 










ための基金の創設などがあげられている (Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii 
IX Phak Pasaason Pativat Lao  [2011: 34-36])。






第 7 次 5 カ年計画においては全体目標の 3 つ目に「経済開発と文化・社
会開発間の調和」があげられ (Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii IX Phak 
Pasaason Pativat Lao  [2011: 71])，また社会政策分野の冒頭には「経済分野の開
発と文化・社会分野の開発の調和を図るための指針にしたがって実施する。こ
れは多民族人民の物質的・精神的生活レベルを段階的に向上させ，持続的な開
発を保証するためのものである」と記されている (Eekasaan Koongpasum Nyai 
Khang Thii IX Phak Pasaason Pativat Lao  [2011: 77])。これらの記述から，第 7 次
5 カ年計画の社会政策分野には，経済発展にともなって国民の間に生じつつあ
るひずみを埋める役割が求められていることがわかる。
同時に，第 7 次 5 カ年計画において顕著であるのは，2015 年までの国
連ミレニアム開発目標の達成と 2020 年までの最貧国脱却への言及である。
2020 年までの最貧国脱却は 1996 年の第 6 回党大会以来の国家目標であり，
ミレニアム開発目標に関しても以前から言及されてきたもので，特に目新しい
内容というわけではない。しかし今回，5 カ年計画の全体目標の 2 つ目に「国
連ミレニアム開発目標の達成と 2020 年までに最貧国から脱却するために必
要な工業化と近代化」が掲げられており (Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii 





ど 2015 年を達成期限とする 8 つの目標と 21 のターゲットからなる（表 2）(2)。
2015 年がちょうど 5 カ年計画の最終年にあたるミレニアム開発目標につい
























4 乳幼児死亡率の削減 ・2015 年までに 5 歳未満児の死亡率を 1990 年の水準の 3 分の 1 にまで引き下げる
5 妊産婦の健康状態の改善







・2015 年までに HIV/ エイズのまん延を阻止し，その後，減少させる




























　2011 年 11 月 10 日最終アクセス）をもとに筆者作成。









レビに関しては，第 8 回党大会が開催された 2006 年以降，2007 年に衛星放
送による初の民間テレビ局であるラオ・スター・チャンネルが開局し，現在で
は同放送局の番組が世界中で受信可能となっている。2011 年 5 月に開局 5 周
年記念行事が開催された際には，現在変容の危機にある多民族人民の伝統文化
の維持に今後も継続して焦点を当てていくことが，同テレビ局審議会議長の
チェン・サヤウォン (Chaeng Xayavong) 氏により表明されている (4)。ラオ・ス
ター・チャンネルでは SEA Games（東南アジア競技会）やヴィエンチャン遷都
450 年祭の中継を行ったほか，ラオス国営放送によるモン語，クム語のニュー
























の第 7 回党大会後に発表された「2020 年までの教育戦略 (2001-2020)」にお
いても，「教育を人材開発の中心とすること，万人の事業とすること，万人が
教育開発に参加すること」が「Ⅰ . 全体指針」のひとつに含まれている（Bunsoen 





ジェクトを利用しての教育整備が進められている ( オンパンダラ [2010 : 239])。
こうした流れを受け，教育開発の重点も量的拡大から質的改善へと移行してき













　2006 年の第 8 回党大会の政治報告においては，国家の開発にとって人材
開発が不可欠であることが確認され，教育を引き続き人材開発の重点事業と
することと，教育の質的改善のための教育改革の実施が提唱された (Eekasaan 




制度改革が進められてきている (Sueksaa Mai,  no. 25, 2010, pp. 37-38)。2008 年
には改正教育法が公布され，第 4 条「教育政策」においても国家と社会は全
力をあげて教育開発を行い，教育の質を向上させなければならないと記されて
いる (Sueksaa Mai,  no. 21, 2008, p. 3)。






第 8 回党大会後の 2007 年 3 月 1 日には「2006 年から 2015 年までの国
家教育制度改革戦略」の実施を承認した首相令第 84 号が発表された。教育省
ではこの戦略の実施計画を立案するにあたって，2006 年から 2010 年までの
第 1 期と，2011 年から 2015 年までの 2 期に分けた上で (6)，さらに第 1 期を
前期（2006 ～ 2008 年）と後期（2008 ～ 2010 年）に二分割している。計画の
実施状況を総括するため，第 1 期前期の期間中に国家委員会レベルの会議が 3
度開催され，その後 2010 年に実施された第 4 回目の会議では第 1 期後期の 1
年度目（2008/09）の総括と，2 年度目（2009/10）に向けた計画提案がなさ
れている (Sueksaa Mai,  no. 25, 2010, p. 9)。ここでは，教育省教育科学研究所発

















が指摘されている (Sueksaa Mai,  no. 25, 2010, pp. 9-10)。
②質的改善と適正化に関しては，以下の 8 つの項目について個別の成果が






・小学 3 ～ 5 年生用カリキュラムの作成




・前期中等学校 1 ～ 4 年生用教科書・教師指導要領の開発（進行中）




から 11+3 へ高等教育化 (8)
・前期中等教育教員養成課程では，ヴィエンチャンのドンカムサン教員養成











































まだ社会全体の事業となり得ていない点が指摘されている(Sueksaa Mai, no. 25, 
2010, p. 12)。そして問題解決のために実行すべきことの第一に，職員，教師，
学生に対して，政治思想（ネオキット・カーンムアン）教育を実施することが求










かなければならないと記されている (Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii VIII 









国民文化や環境に対する意識を生徒たちに芽生えさせる」(Sueksaa Mai,  no. 24 
2009, p.  33) ことがあげられており，国際基準へ向けた質の改善とともに，道
80
徳教育の充実化を図ることが確認されている。そして 2009/10 学年度には小

















きりと示すものといえる。表 3 と表 4 は 2009 年版の「クンソムバット」と「私




































































れ，第 7 次 5 カ年計画においても優遇政策が社会政策分野の一部を占めてい




一方，「私たちの周りの世界」は保健教育 (1 ～ 6)，理科・環境教育 (7 ～ 17, 















まれている (12)。また，第 1 課 「質素な生活」ではスパヌウォン (Souphanouvong)，






































































の 3 点の調和を全体目標のひとつに掲げた，第 7 次経済・社会開発 5 カ年計
画が作成された。第 7 次 5 カ年計画の社会政策分野は達成期限までわずかと























に特別な注意を払う」といった表現がみられ (Eekasaan Koongpasum Nyai Khang 





























5 つの基準を満たしていることが認められた家族に与えられる称号である (SVS 
[2010 : 40])。
（4）Vientiane Times ホームページ(http://www.vientianetimes.org.la/Video_FileVDO
/VDO_the%20world.htm, 2011 年 9 月 25 日最終アクセス )。
（5）社会主義国家建設から国民国家建設への移行と道徳教育の関係については，矢
野 [2011] に詳しい。
（6）『新しい教育』第 25 号では第 2 期が 2010 年から 2015 年までとなっているが，
第 9 回党大会後に発行された第 30 号では 2011 年から 2015 年となっており，
後者が正しいものと思われる (Sueksaa Mai,  no. 30, 2011, p. 3)。
（7）ラオスでは，小学校でも進学するためには進級試験を受験する必要があり，と
くに 1 年生の落第率の高さが問題となっていた。連続進級様式とは進級試験な
しに 2 年生に進級させるものである ( 教育・スポーツ省教育科学研究所のセンガ
ン・ワイニャコン先生のご教示による )。
（8）小学校教師は前期中学校卒（小学校 5 年＋前期中学校 3 年＝ 8 年）の場合は，
教員養成学校の 3 年間コース，後期中学校卒（8 年＋後期中学校 3 年＝ 11 年）
の場合は教員養成学校の 1 年間コースを修了する必要があった。それを前・後
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